
住宅火災による高齢者の死者が急増中 

～過去１０年で最多ペース～ 

 

令和６年に入り住宅火災による高齢者の死者が東京消防庁管内で１０人（１月１５日９時現在、速報

値）発生し、昨年の同時期と比べると３人増加しており、過去１０年で最多のペースで増加しています。 

狛江市内でも火災による死者が発生しました！出火の原因となる状況が無いかどうか確認し、火

災予防をお願いします。 

 

１ 住宅火災による死者の発生状況及び出火原因について 

過去５年において、ストーブを出火原因とする住宅火災による死者は、約９割が１２月から３月に発生してい

ます。特に、電気ストーブが出火原因となった火災が約８割を占めます。令和５年中はストーブ火災による死者

の９人すべてが、電気ストーブによるものでした。 

電気ストーブ火災の約８割は

可燃部が接触、落下することに

より発生しています。 

 

２ 出火防止対策について 

近年、死者が発生した住宅火災

の主な出火原因は 

「たばこ」「ストーブ」「こんろ」

「コード」です。 

危険な場所を確認し、出火防

止対策をとりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京消防庁ホームページ 住宅火災 

特設ページ 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-bouanka/house/house_fire.html 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-bouanka/house/house_fire.html

